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(百万円未満切捨て)

１．平成31年３月期第１四半期の連結業績（平成30年４月１日～平成30年６月30日）
（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

　

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年３月期第１四半期 2,516 8.8 243 ― 247 ― 151 ―

30年３月期第１四半期 2,313 △1.7 △32 △114.4 6 △96.5 △5 △104.6

(注)包括利益 31年３月期第１四半期 △15 百万円 ( ―％) 30年３月期第１四半期 61 百万円 ( ―％)

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

31年３月期第１四半期 50.88 ―

30年３月期第１四半期 △1.74 ―
※当社は、平成29年10月１日を効力発生日として普通株式10株を１株とする株式併合を行いました。これに伴い、前連結会計年度の期首に当該

株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しております。

　
（２）連結財政状態

　

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

31年３月期第１四半期 16,392 7,335 44.7

30年３月期 16,106 7,440 46.2

(参考) 自己資本 31年３月期第１四半期 7,335 百万円 30年３月期 7,440 百万円

　

２．配当の状況
　

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年３月期 ― 0.00 ― 30.00 30.00

31年３月期 ―

31年３月期(予想) 0.00 ― 30.00 30.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．平成31年３月期の連結業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日）
(％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 10,300 4.2 530 3.6 530 △7.2 370 △10.5 124.46

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

　 新規 ―社 (社名) 、除外 ―社 (社名)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
　

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 31年３月期１Ｑ 2,992,999株 30年３月期 2,992,999株

② 期末自己株式数 31年３月期１Ｑ 20,344株 30年３月期 20,215株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年３月期１Ｑ 2,972,710株 30年３月期１Ｑ 2,973,241株

※当社は、平成29年10月１日を効力発生日として普通株式10株を１株とする株式併合を行いました。これに伴い、前連結会計年度の期首に当
該株式併合が行われたと仮定し、期末発行済株式数、期末自己株式数及び期中平均株式数を算定しております。

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等
は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、保護主義的な通商政策による貿易摩擦拡大が懸念されながら

も、世界経済が全体的に堅調に推移したことを背景に、緩やかな回復基調が継続いたしました。

こうした中、当社グループにおきましては、４月に大阪、６月に名古屋で開催されました「ＩＮＴＥＲＭＯＬ

Ｄ」に出展し当社初の５軸加工対応工具の高精度版ＱＭマックス「ＭＱＴ」形やＴＡタイラーモジュラーヘッド

「ＴＬＺＤ」形などの新製品を発売し、お客様のニーズを実現するべく努めてまいりました。また今年は９月にシ

カゴで開催される「ＩＭＴＳ」や11月に東京ビッグサイトで開催される「ＪＩＭＴＯＦ」にも出展を予定しており、

より広くお客様の要望をお聞かせいただきます。頂いたお客様の声を形にし、より生産性の高い加工や工具を提案

してまいります。

連結売上高は、前年同期比8.8％増の2,516百万円となりました。このうち国内販売は前年同期比10.4％増の1,455

百万円となり、輸出は同6.6％増の1,060百万円となりました。輸出の地域別では、北米向けが前年同期比2.4％増の

219百万円、欧州向けが同16.4％増の301百万円、アジア向けが同3.5％増の529百万円、その他地域向けが同2.4％減

の9百万円となり、この結果、連結売上高に占める輸出の割合は、前年同期に比べ0.9ポイント減少し42.1％となり

ました。

製品別では、焼肌チップが前年同期比5.5％増の319百万円、切削工具が同11.2％増の1,841百万円、耐摩耗工具が

同7.6％増の349百万円となりました。

収益面では、売上高が増加したこと等により、連結営業利益は243百万円（前年同期は32百万円の損失）、経常利

益は247百万円（前年同期は6百万円の利益）、親会社株主に帰属する四半期純利益は151百万円（前年同期は5百万

円の損失）となりました。

（２）財政状態に関する説明

(資産)

資産は前連結会計年度末に比べ286百万円増加し16,392百万円となりました。このうち流動資産は422百万円の増

加、固定資産は136百万円の減少となりました。

流動資産の変動の主な要因は、現金及び預金が381百万円増加し、受取手形及び売掛金が102百万円減少したこと

であります。

固定資産のうち、有形固定資産は41百万円増加しました。変動の主な要因は、減価償却費の計上による減少175百

万円、設備投資の実施による増加245百万円であります。投資その他の資産は179百万円減少しました。変動の主な

要因は、投資有価証券の評価額が株価の下落を受け263百万円減少したことであります。

(負債)

負債は前連結会計年度末に比べ391百万円増加し、9,057百万円となりました。このうち流動負債は131百万円の増

加、固定負債は260百万円の増加となりました。

流動負債の変動の主な要因は、未払費用が287百万円増加し、賞与引当金が126百万円減少したことであります。

固定負債の変動の主な要因は、長期借入金が165百万円、リース債務が118百万円それぞれ増加したことでありま

す。

(純資産)

純資産は前連結会計年度末に比べ104百万円減少し、7,335百万円となりました。このうち株主資本は、配当の実

施や、親会社株主に帰属する四半期純利益が151百万円であったこと等により61百万円増加し、6,825百万円となり

ました。また、株式の時価評価等によりその他の包括利益累計額は166百万円減少し、509百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

現時点では平成30年５月10日に公表しました業績予想に変更はございません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,026,444 2,407,900

受取手形及び売掛金 2,398,958 2,296,248

商品及び製品 2,042,860 1,933,668

仕掛品 1,138,159 1,373,621

原材料及び貯蔵品 901,185 876,780

その他 87,538 129,583

貸倒引当金 △10,569 △10,472

流動資産合計 8,584,578 9,007,330

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 835,651 823,133

機械装置及び運搬具（純額） 2,929,361 2,814,666

土地 1,032,379 1,004,039

リース資産（純額） - 122,859

その他（純額） 341,018 414,929

有形固定資産合計 5,138,410 5,179,628

無形固定資産 51,683 53,467

投資その他の資産

投資有価証券 1,691,431 1,427,749

関係会社出資金 227,196 223,325

差入保証金 57,879 57,643

保険積立金 337,397 340,913

繰延税金資産 37,038 122,939

その他 8,198 7,139

貸倒引当金 △27,642 △27,642

投資その他の資産合計 2,331,498 2,152,070

固定資産合計 7,521,593 7,385,166

資産合計 16,106,172 16,392,496
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 550,102 587,498

電子記録債務 809,820 766,807

短期借入金 1,711,140 1,879,942

未払法人税等 157,662 91,121

賞与引当金 214,226 87,734

未払費用 98,764 386,294

その他 541,999 415,408

流動負債合計 4,083,715 4,214,806

固定負債

長期借入金 2,965,145 3,130,152

リース債務 - 118,785

資産除去債務 17,560 17,560

長期未払金 374,149 372,609

退職給付に係る負債 1,225,525 1,203,325

固定負債合計 4,582,380 4,842,432

負債合計 8,666,095 9,057,238

純資産の部

株主資本

資本金 3,099,194 3,099,194

資本剰余金 1,703,329 1,703,329

利益剰余金 2,006,523 2,068,592

自己株式 △45,119 △45,363

株主資本合計 6,763,927 6,825,752

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 655,987 471,022

為替換算調整勘定 50,234 61,821

退職給付に係る調整累計額 △30,073 △23,338

その他の包括利益累計額合計 676,148 509,504

純資産合計 7,440,076 7,335,257

負債純資産合計 16,106,172 16,392,496
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

売上高 2,313,336 2,516,162

売上原価 1,659,934 1,600,719

売上総利益 653,401 915,442

販売費及び一般管理費 685,724 671,677

営業利益又は営業損失（△） △32,323 243,765

営業外収益

受取利息 4 7

受取配当金 13,186 13,505

為替差益 30,864 -

その他 9,424 11,502

営業外収益合計 53,479 25,015

営業外費用

支払利息 10,186 8,216

為替差損 - 11,785

その他 4,541 1,607

営業外費用合計 14,727 21,608

経常利益 6,428 247,172

特別利益

固定資産売却益 16 43

特別利益合計 16 43

特別損失

固定資産除売却損 4,111 45

減損損失 - 28,340

特別損失合計 4,111 28,385

税金等調整前四半期純利益 2,333 218,830

法人税、住民税及び事業税 22,972 73,206

法人税等調整額 △15,464 △5,628

法人税等合計 7,508 67,578

四半期純利益又は四半期純損失（△） △5,175 151,252

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△5,175 151,252
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △5,175 151,252

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 60,747 △184,965

為替換算調整勘定 3,455 17,993

退職給付に係る調整額 10,886 6,734

持分法適用会社に対する持分相当額 △8,064 △6,406

その他の包括利益合計 67,025 △166,644

四半期包括利益 61,849 △15,392

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 61,849 △15,392

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しており

ます。ただし、この計算で合理性を欠く場合には、税引前四半期純利益を調整のうえ、法定実効税率を用いて税金

費用を計算しております。

　

（追加情報）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。
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３．その他

（１）生産、受注及び販売の状況

　 ① 生産実績

製品区分

前第１四半期連結累計期間
自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日

当第１四半期連結累計期間
自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日

比較増減

金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 増減率(％)

焼肌チップ 313,461 14.2 325,523 14.0 12,062 3.8

切削工具 1,592,668 72.2 1,694,502 72.7 101,834 6.4

耐摩耗工具 296,868 13.5 310,927 13.3 14,059 4.7

その他 1,599 0.1 777 - △822 △51.4

合計 2,204,596 100.0 2,331,729 100.0 127,133 5.8

　 (注) １ 金額は販売価格で表示しております。

　 ２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

② 受注実績

製品区分

前第１四半期連結累計期間
自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日

当第１四半期連結累計期間
自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日

比較増減

受注高(千円) 受注残高(千円) 受注高(千円) 受注残高(千円) 受注高(千円) 受注残高(千円)

焼肌チップ 314,714 93,156 370,111 152,986 55,397 59,830

切削工具 1,723,435 499,917 1,943,838 801,518 220,403 301,601

耐摩耗工具 362,150 211,618 379,360 283,896 17,210 72,278

その他 27,933 3,465 5,391 6,206 △22,602 2,741

合計 2,428,292 808,156 2,698,700 1,244,606 270,408 436,450

　 (注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

③ 販売実績

製品区分

前第１四半期連結累計期間
自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日

当第１四半期連結累計期間
自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日

比較増減

金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 増減率(％)

焼肌チップ 303,129 13.1 319,685 12.7 16,556 5.5

切削工具 1,655,648 71.6 1,841,220 73.2 185,572 11.2

耐摩耗工具 325,070 14.0 349,709 13.9 24,639 7.6

その他 29,489 1.3 5,548 0.2 △23,941 △81.2

合計 2,313,336 100.0 2,516,162 100.0 202,826 8.8

　 (注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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